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市
道
の
除
雪
は
、
市
と
民
間

が
保
有
す
る
除
雪
車
が
、
延
べ

４
４
９
㌔
に
わ
た
る
道
路
で
作
業

を
行
い
ま
す
。

　
降
雪
時
の
除
雪
車
の
出
動
は
、

一
般
に
10
～
15
㌢
の
積
雪
を
目
安

と
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
に
お
け
る
交
通
の
確
保

と
皆
さ
ん
の
生
活
を
守
る
た
め
、

市
で
は
早
朝
か
ら
道
路
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
を
効
率
よ
く
行
う
た

め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
除
雪
作
業
車
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
作
業
車
の
30
㍍
以
内
は
危

険
な
の
で
、
近
寄
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
除
雪
作
業
車
は
前
方

10
㍍
以
内
が
見
え
に
く
い
の
で

無
理
な
追
い
越
し
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◆
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い

　
各
家
庭
の
出
入
口
か
ら
道
路
ま

で
の
除
雪
は
各
戸
で
行
い
、
道

路
に
雪
を
絶
対
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
道
路
に
は
物
を
置
か
な
い

　
沿
道
の
木
、
庭
木
、
垣
根
の
枝

の
は
み
出
し
も
各
戸
で
伐
採

し
、
沿
道
の
障
害
物
は
雪
が
降

る
前
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。
路

上
に
障
害
物(

木
材
、
鋼
材)

が
あ
る
と
、
除
雪
作
業
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
し
た
ら
片

付
け
ま
し
ょ
う

　
屋
根
か
ら
道
路
に
落
ち
た
雪

は
、
交
通
事
故
の
防
止
や
火
災

な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
し
っ

か
り
と
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

◆
除
雪
後
に
残
さ
れ
た
雪
は

　
道
路
除
雪
で
こ
ぼ
れ
た
雪
が
、

玄
関
や
車
庫
前
な
ど
で
支
障
に

な
る
場
合
は
、
各
家
庭
に
お
い

て
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
排
雪
場
（
下
図
参
照
）

　
今
年
は
、
夜
間
瀬
橋
下
流
左
岸

と
高
社
大
橋
上
流
左
岸
の
河
川

敷
を
排
雪
場
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

※
除
雪
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要

望
は
、
各
区
長
を
通
じ
て
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

冬
本
番
！

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を

除
雪
作
業
中
の
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
に
対
す
る
慣
れ
や
過

信
、
油
断
が
事
故
を
招
き
ま
す
。

作
業
を
行
う
際
は
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
作
業
は
２
人
以
上
で

　
周
り
の
安
全
確
認
や
、
事
故
が

発
生
し
た
場
合
に
素
早
く
対
処

が
で
き
ま
す
。

◆
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
注
意

　
気
温
が
上
昇
す
る
と
融
雪
が
始

ま
り
落
雪
が
増
え
危
険
で
す
。

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
要
注
意

・
命
綱
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
建
物
の
周
り
に
雪
を
残
し
て
、

万
一
、
転
落
し
た
際
の
け
が
の

軽
減
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

・
は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定
し
ま

し
ょ
う
。

◆
除
雪
機
の
操
作
に
注
意

　
除
雪
機
に
詰
ま
っ
た
雪
を
除
去

す
る
場
合
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
切
っ
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
水
路
や
側
溝
へ
雪
を
入
れ
な
い

　
水
路
や
側
溝
に
雪
を
投
げ
入
れ

る
と
下
流
で
雪
が
詰
ま
り
、
川

の
水
を
せ
き
止
め
、
浸
水
被
害

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

排
雪
場
は
こ
ち
ら

除
雪
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

◀
夜
間
瀬
橋
下
流
左
岸

◀
高
社
大
橋
上
流
左
岸
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水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２

カ
月
に
一
度
、
１
日
か
ら
８
日
の

間
に
行
い
ま
す
。

 

冬
期
間
は
積
雪
な
ど
で
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
の
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
の
確
認
が
困

　
水
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
る
と
凍
る
性
質
が
あ
り
、

冬
期
間
は
、
凍
結
に
よ
る｢
水
道

管
の
破
裂｣

や｢

水
が
出
な
い｣

な
ど
の
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
水
道
管
の
立
ち
上
が
り
に
、
保

温
材
や
保
温
器
具
（
凍
結
防
止
帯

は
コ
ン
セ
ン
ト
を
確
認
）
を
使
用

し
た
り
、
不
凍
栓
を
閉
め
て
蛇
口

か
ら
水
抜
き
を
行
う
な
ど
、
凍
結

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
不
凍
栓
に
よ
っ
て
は
、

管
理
方
法
を
誤
る
と
漏
水
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
に
ご
注

意
い
た
だ
き
、
バ
ル
ブ
は
最
後
ま

で
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

難
な
場
合
は
、
認
定
水
量
（
過
去

の
使
用
量
を
参
考
に
し
て
決
め
る

水
量
）
で
検
針
し
た
も
の
と
み
な

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
検
針
（
認
定
水
量
）
の
結
果

は
、
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知

ら
せ
」
で
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
水
道
管

が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
場
合
も
、

水
道
料
金
は
使
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
月
に
１
回
は
メ
ー

タ
ー
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
凍
結
に
よ
る
破
裂
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
　

◆
検
針
に
ご
協
力
を

　
冬
に
な
る
と
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク

か
ら
の
灯
油
漏

れ
が
多
発
し
ま

す
。
油
が
河
川

に
流
出
す
る
と
、

被
害
が
広
範
囲

に
及
ぶ
と
と
も
に
、
処
理
に
多
く

の
時
間
と
多
額
の
費
用
が
掛
か
り

ま
す
。
ま
た
、
処
理
費
用
は
、
原

因
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
で
灯
油
な
ど
を

貯
蔵
し
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
次

の
点
に
注
意
し
、
漏
え
い
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
灯
油
の
小
分
け
作
業
中
は
、
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
器
具
、
配
管
に
腐
食
や
亀
裂
が

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
定
期
的
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残

量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
流
出
事
故
防
止
の
た
め
、
防
油

堤
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
灯
油
な
ど
を
流
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
も
冬
支
度
を

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

油
漏
れ
に
ご
注
意
を

道
路
河
川
課
監
理
係

☎
�
２
１
１
１(

内
線
２
６
３
・

３
０
５)

地
域
振
興
課
振
興
係（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
１(

内
線
１
４
１)

問
い
合
わ
せ
先

Ｑ　

ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
場

合
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
　
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
寒
く
な
る
前
に
、
冬

の
管
理
方
法
を
大
家
の
方
ま
た

は
不
動
産
業
者
に
確
認
し
て
、

凍
結
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
凍
結
し
た
場
合
は
、

大
家
の
方
ま
た
は
不
動
産
業
者

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

緊
急
（
破
裂
・
漏
水
）
工
事

の
連
絡
先
は
？

Ａ
　
水
道
工
事
の
依
頼
先
が
分
か

ら
な
い
場
合
や
、
休
日
（
年
末

年
始
）
に
自
宅
の
水
道
施
設
に

障
害
が
発
生
し
た
際
は
、
次
の

電
話
番
号
に
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
市
が
指
定
し
た
緊
急
工
事

当
番
店
が
対
応
し
ま
す
。

☎
０
９
０
（
４
９
２
２
）
０
２
５
６

☎
０
９
０
（
７
８
１
８
）
６
６
７
４

※
豊
田
地
域
の
方
は
、
次
の
豊
田

上
下
水
道
指
定
工
事
店
組
合
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
㈹
小
林
管
工
　
☎
�
２
０
９
０
】

Ｑ　

長
期
間
不
在
す
る
場
合
は
？

Ａ
　
冬
期
間
に
長
期
不
在
と
な
る

場
合
は
、
止
水
栓
で
の
「
閉

栓
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。
閉
栓

は
電
話
で
の
手
続
き
が
可
能
で
、

閉
栓
中
の
料
金
は
掛
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
ご
使
用
を
再
開

（
開
栓
）
す
る
場
合
は
、
来
庁

に
よ
る
開
栓
手
続
き
と
手
数
料

５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

年
末
年
始
の
水
道
の
開
栓
・

閉
栓
は
？

Ａ
　
年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
㈫
～

平
成
２8
年
１
月
３
日
㈰
）
は
閉

庁
の
た
め
、
水
道
の
開
栓
・
閉

栓
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
年
末
年
始
の
間
に
転
入
・
転

出
な
ど
に
よ
り
開
栓
・
閉
栓
の

予
定
が
あ
る
場
合
は
、
１２
月
２8

日
㈪
の
午
前
中
ま
で
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
平

成
２8
年
１
月
４
日
㈪
か
ら
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

■
道
路
除
雪
に
関
す
る
こ
と

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係

☎
�
２
１
１
１(

内
線
２
８
６)

■
除
雪
作
業
の
事
故
防
止
に

関
す
る
こ
と

上
下
水
道
課
上
水
道
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
２)

■
水
道
管
な
ど
工
事
・
修
理

に
関
す
る
こ
と

上
下
水
道
課
営
業
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４)

■
水
道
の
開
栓
・
閉
栓
・
検
針
、

上
下
水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

中
野
消
防
署
　
☎
�
３
３
８
６

豊
田
消
防
署
　
☎
�
２
３
５
５

北
信
地
方
事
務
所
環
境
課

☎
�
０
２
０
２

■
灯
油
漏
れ
に
関
す
る
こ
と

（
Ｑ
＆
Ａ
）


